
2024年度入試

入試説明会

東京女学館中学校・高等学校



東京女学館中学校 入試説明会 プログラム

1.  教育方針及び教育目標 学校長 渡部 さなえ

2. 各教科主任から令和６年度入試について

国語 加藤 秀行 算数 川口 智弘

社会 上田 敍代 理科 飯田 祐

3. 入試及び出願について 広報室 松本 春佳

4. 算数 採点基準解説

終了後、ご希望の方は校内見学、個別相談（図書館）
にご参加いただけます。



生徒数：中高合わせて１３５４名
各学年 約２４０名 (６クラス)

（うち１クラスは国際学級）

教員数： 専任教員 ８０名
（女性約６割：男性約４割）

講師 ４１名

女学館小学校からの内進生：約７０名



会計監査・第5代館長

【建学の精神】
諸外国の人々と対等に交際できる国際性を
備えた、知性豊かな気品ある女性の育成

伊藤博文 渋沢栄一

創立委員長

本校資料室にある渋沢栄一先生自筆の書

「好学近乎知（学を好むは知に近し）」





東京女学館での学び
・感性を育てる

―本物を知る

・進路学習講座・高大連携の実施
―社会で活躍する方々との出会いと、自分発見の機会

・中学：基礎基本に根差した学習と個性の伸長

・高校：自分の夢に向かって学内学外の研修
―理数系への志望者が増加、
次年度高三は理系文系が半々 医学部への進学者も増加

・国際学級にいながら文系・理系どちらの選択も可能



主要大学の合格実績 (詳細はホームページに掲載しています） （２０２３年卒業生2０９名）

■国公立大学 ( )内は既卒生 ■私立大学 ( )内は既卒生

大学名 2023 2022 2021 2020 大学名 2023 2022 2021 2020

東京大学 1 1 0 0 慶應義塾大学 34(3) 24(5) 16(1) 12

東京外国語大学 3 0 0 1 早稲田大学 20 24(7) 18(1) 16(2)

東北大学 1 0 0 0 上智大学 29(1) 23(1) 16(1) 12

富山大学 1 0 0 0 東京理科大学 14 10(3) 13(6) 6(3)

横浜市立大学 1 0 0 0 国際基督教大学 1 1 3 1

明治大学 41(2) 36(10) 33(4) 19(4)

青山学院大学 22 41(3) 23 15(4)

立教大学 45 46(1) 44 26(7)

中央大学 25(5) 22(3) 15(2) 13(2)

■医学部（医学科）合格数 法政大学 35(1) 19(7) 20(3) 21

2023 2022 2021 2020 学習院大学 20(1) 15(4) 11(1) 8(1)

国公立 1 1(1) 1 1(1) 成蹊大学 8 13 8 3

私立 40(22） 37(22) 23(7) 14(8) 成城大学 25(1) 28(2) 12(2) 10

明治学院大学 24 29(1) 25(1) 13(3)
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＊誠実であること
＊粘り強く取り組み、
最後までやりきること

＊柔軟で折れない心
「グロウスマインドセット」であること



入試問題について（国語）
～問題構成と学習のアドバイス～



出
題
形
式

大
問
三
題

50

分

一

文
学
的
文
章
（
20

分
）

→

心
情
・
場
面
の
読
解

二

説
明
的
文
章
（
20

分
）

→

主
張
・
論
理
の
読
解

三

漢
字

10

問
（
５
分
）

→

小
学
校
の
学
習
範
囲

＊
見
直
し

（
５
分
）

令
和
６
年
度
入
試
も

大
き
な
変
更
は
な
し
。



出
題
の
特
徴

①
問
題
文
が
長
め
で
あ
る
。

一
〈
小
説
〉
：
３
０
０
０
字

～
５
０
０
０
字

二
〈
評
論
〉
：
約
３
０
０
０
字

②
本
文
全
体
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て

解
答
す
る
設
問
が
多
い
。

③
記
述
（
説
明
す
る
・
意
見
を
述
べ
る
）

問
題
が
数
問
出
題
さ
れ
る
。

→

30~

50

字
程
度×

１
～
２
問

読
み
取
っ
た
内
容
を
自
分
の
言
葉
で

表
現
す
る

★
速
読
力
、
速
記
力
を
つ
け
て
お
こ
う
！

★
過
去
問
を
解
い
て
お
こ
う
！



問
題
分
析

三

漢
字
（
２
月
１
日
午
前
）

１

ユ
ダ
ン
し
て
試
合
に
負
け
た
。

２

短
歌
と
ハ
イ
ク
を
学
習
す
る
。

３

テ
ン
ケ
イ
的
な
例
を
あ
げ
る
。

４

シ
ン
キ
イ
ッ
テ
ン
。

５

ホ
ケ
ツ
に
選
ば
れ
る
。

６

そ
れ
ぞ
れ
の
リ
ョ
ウ
イ
キ
を
守
る
。

７

カ
テ
イ
科
の
授
業
。

８

時
計
の
ビ
ョ
ウ
シ
ン
。

９

女
王
ヘ
イ
カ
の
死
を
い
た
む
。

10

特
急
列
車
が
ツ
ウ
カ
す
る
。



漢
字
の
答
え

１

油
断

２

俳
句

３

典
型

４

心
機
一
転

５

補
欠

６

領
域

７

家
庭
科

８

秒
針

９

陛
下

10

通
過

９
は
正
答
率
最
低
（
60

％
）

４
、
５
は
合
格
者
と
不
合
格
者

の
正
答
率
の
差
が
大
き
か
っ
た



＊
同
音
異
義
語
に
注
意

４

心
機
一
転
。
（
新
規
・
新
機
）

＊
衣
偏
と
示
偏
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
違
い

５

補
欠

＊
や
や
難
解
な
語
・
普
段
使
わ
な
い
語

９

陛
下

問
題
集
な
ど
で
反
復
練
習
を
！

一
字
ず
つ
の
意
味
を
確
認
し
な
が
ら

漢
字
の
受
験
勉
強
を
続
け
よ
う
！



記
述
問
題
の
ポ
イ
ン
ト

比
喩
表
現
を
書
き
換
え
る

例
題

「
事
実
の
洪
水
に
、
私
た
ち
は
押
し
流
さ
れ
て
し
ま

う
」
と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
た
と
え
た

表
現
で
す
か
。
二
十
五
字
以
内
で
わ
か
り
や
す
い
表
現

に
言
い
か
え
な
さ
い
。
（
２
月
１
日
午
前
「
二
」
問
七
）

事
実
と
い
う
も
の
は
、
素
粒
子
の
よ
う
な
微
小
な
も
の
か
ら
、

世
界
や
宇
宙
と
い
っ
た
広
が
り
を
持
つ
も
の
ま
で
、
無
数
に
あ

り
ま
す
。
一
つ
一
つ
を
知
ろ
う
、
捉
え
よ
う
と
し
た
ら
、
訳
が

わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
放
っ
て
お
い
た
ら
④
事
実
の
洪

水
に
、
私
た
ち
は
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
す
。

◆
考
え
方

①
イ
メ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
る
。

「
洪
水
に
押
し
流
さ
れ
る
」

洪
水
➡
あ
ふ
れ
か
え
る
大
量
の
水

押
し
流
さ
れ
る
➡
圧
倒
さ
れ
て
、
何
も
で
き
な
い

抵
抗
で
き
ず
に
、
混
乱
す
る



◆
考
え
方

②
イ
メ
ー
ジ
を
具
体
的
な
事
柄
と
結
び
つ
け
る

事
実
と
い
う
も
の
は
、
素
粒
子
の
よ
う
な
微
小
な
も

の
か
ら
、
世
界
や
宇
宙
と
い
っ
た
広
が
り
を
持
つ
も
の

ま
で
、
無
数
に
あ
り
ま
す
。

➡
「
事
実
」
が
「
無
数
に
あ
る
」
と
い
う
具
体

的
な
事
柄

＝
事
実
の
洪
水

一
つ
一
つ
を
知
ろ
う
、
捉
え
よ
う
と
し
た
ら
、
訳
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
う

➡
「
訳
が
わ
か
な
ら
な
く
な
る
」

＝

押
し
流
さ
れ
る

本
文
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
、

具
体
的
な
事
柄
と

比
喩
の
イ
メ
ー
ジ

を
結
び
つ
け
る
。





指
定
さ
れ
た
字
数
に
ま
と
め
る

＊
字
数
は
十
分
に
使
い
（
目
標
は
９
割
）
、
最
後
の

ま
と
め
方
は
設
問
の
指
示
に
従
う

〈
解
答
例
〉

無
数
の
事
実
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
、
訳
が
わ
か
ら
な
く

な
る
こ
と
。
（
25

字
）

記
述
問
題
は
配
点
が
高
く
、
部
分
点
も
あ
り
ま
す
。

し
っ
か
り
書
き
ま
し
ょ
う
。

実
際
の
解
答
を
例
に
。

Ａ

洪
水
の
よ
う
な
多
く
の
事
実
に
押
し
流
さ
れ
て
し

ま
っ
て
い
る
こ
と
。

▲
「
押
し
流
さ
れ
る
」
を
言
い
換
え
て
い
な
い
。

「
洪
水
の
よ
う
な
」
は
不
要
。

Ｂ

事
実
を
捉
え
き
れ
ず
に
、
訳
が
わ
か
ら
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
。

▲
「
事
実
」
が
「
多
い
・
大
量
で
あ
る
」
こ
と
が
説

明
さ
れ
て
い
な
い

Ｃ

事
実
を
勘
違
い
し
て
、
間
違
っ
た
行
動
を
し
て
し

ま
う
こ
と
。

Ｄ

他
人
の
意
見
に
流
さ
れ
て
、
自
分
の
考
え
で
行
動

で
き
な
く
な
る
こ
と
。

×

比
喩
の
イ
メ
ー
ジ
と
一
致
し
て
い
な
い



読
解
の
ポ
イ
ン
ト

具
体
と
抽
象

具
体
的
な
表
現
は
、
抽
象
的
な
意

味
を
考
え
る
。

そ
れ
っ
て
、
つ
ま
り
、
ど
う
い
う

こ
と
？

抽
象
的
な
表
現
は
、
具
体
的
に
は

何
に
あ
た
る
か
を
考
え
る
。

そ
れ
っ
て
、
例
え
ば
ど
う
い
う
こ

と
？

具
体
と
抽
象
を
行
っ
た
り
来
た
り

し
な
が
ら
物
事
を
理
解
し
て
い

く
。



最
後
に
・
・
・

◎
普
段
か
ら
時
間
を
は
か
っ
て
読
む
練
習
を

◎
本
を
読
む
と
き
、
問
題
を
解
く
と
き
、

人
と
接
す
る
と
き
、
普
段
か
ら
い
ろ
い
ろ

な
角
度
か
ら
人
を
み
る
習
慣
を
つ
け
よ

う
！

◎
女
学
館
の
国
語
は
基
本
重
視
で
す
。

合
格
を
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。



入試問題について（算数）
～問題構成と学習のアドバイス～



【算数】 50分 100点満点
＜出題のねらい＞

① 計算、図形、文章題等の基礎学力の確認

② いくつかの内容が融合された問題に対する問題解決能力の確認

＜問題構成＞

１ 計算問題４題。

２題は四則演算で、２題は虫食い算を出題。

２ 小問５題。その内２題は図形に関する問題を出題。

３～７ 文章題５題。

全ての回において、『グラフを利用する問題』を、

必ず１題出題します。

2/1の午前・午後の回では，「記述式の問題」が出題されます。



＜大問１番の学習アドバイス＞

正確に素早く計算できるよう、計算問題の練習を

→本校の過去問の計算問題に。それぞれの回の難易度も
体感できます。ぜひ、４回すべての回に取り組んでみて
ください！

☆特に、次の小数は比較的よく出題されます。すぐに
分数に直せるようにしておきましょう！



２０２３年度の大問１番より その１
（四則演算：整数が多く、時には分数が出題されることも。）
２月１日午前より１（１）

２月１日午後より１（１）

２月２日入試より１（１）

２月３日入試より１（１）



２０２３年度の大問１番より その２（四則演算：小数・分数）

２月１日午前より１（２）

２月１日午後より１（２）

２月２日入試より１（２）

２月３日入試より１（２）



２０２３年度の大問１番より その３（虫食い算：整数）

２月２日入試より１（３）

２月３日入試より１（３）

２月１日午前より１（３）

２月１日午後より１（３）



２０２３年度の大問１番より その４（虫食い算：小数・分数）

２月１日午前より１（４）

２月１日午後より１（４）

２月２日入試より１（４）

２月３日入試より１（４）



＜大問２番以降についての学習アドバイス＞
名前がついている有名な考え方（○○算）は確実に理解

しておきましょう。

→お勧めは、本校の過去問です！それぞれの回の難易度も
体感できます。ぜひ、４回すべての回に取り組んでみて
ください！

●大問２番の小問、または、大問３～７番の文章題の１題
として、多くの回で出題される問題

食塩水の問題、水に関する問題（体積、表面積）、
規則性に関する問題



２０２３年度の大問２番より 《差がついた問題》

（２）→ 合格者の正答率が90％に対して、

不合格者の正答率は50％と大きく差のついた

問題です。



２０２３年度の大問３番～大問７番より《差がついた問題》

ニュートン算

→ 大問４(1)~(3)すべてにおいて，合格者の正答率が60％以上に対して、

不合格者の正答率は20％以下と大きく差のついた問題。



２０２３年度の大問３番～大問７番より《差がついた問題》

規則、約数の個数

→ 大問５(3) 合格者の正答率が80％以上に対して、

不合格者の正答率は40％以下と大きく差のついた問題。



２０２３年度の大問３番～大問７番より《差がついた問題》

速さ、ダイヤグラム

→ 大問7(2) 合格者の正答率が50％以上に対して、

不合格者の正答率は20％以下と差のついた問題。



2/1の午前・午後の回で出題される「記述式の問題」について

例年、①と②のような2種類の記述式の問題が出題
されています。

① 答えだけでなく、途中式も書くよう指示のある問題

② グラフの様子から状況を読み取り、言葉で
説明する問題



《記述式問題・・・２月１日午前の問題》

－

大きい図形から、いらない部分を引く

Point大問６ (2)



《記述式問題・・・２月１日午前の問題》

グラフが水平になっていることから
バスを待ったことが分かる！

大問7 (１) Point



《記述式問題・・・２月１日午後の問題》

大問２ (5)
体積を求める問題

Point

円柱4分の3と円錐4分の1の体積の和を
求める問題



《記述式問題・・・２月１日午後の問題》
Point大問4 (1)

増加していた面積が16秒のタイミング
で減少している点がポイント！



【算数のまとめ】

💡大問1・2でしっかり得点を取りましょう。
💡大問３～７は基本解きやすい順になっていますが、

自分にとっての得意なものを優先して取り組むこと
をお勧めします。

💡午前入試（2/1午前、2/3）を受験する方は、午前
入試の回の過去問を、午後入試（2/1午後、2/2）を
受験する方は、午後入試の回の過去問に取り組む
ことをお勧めします。



入試問題について（社会）
～問題構成と学習のアドバイス～

～差がついた問題について～



〔試験時間〕 ３０分、５０点満点

〔問題構成〕大問２題、小問30題程度

↑記述を含みます

〔 配 点 〕文章記述→ ２～４点（部分点あり）

語句・記号→ １～２点

〔採点基準〕漢字指定問題→ 漢字のみ〇

漢字指定なし→ ひらがなでも可

社会入試問題の概要



社会出題のねらい

１基礎的・基本的な事項を理解しているか。

２社会的な問題を相互に関連づけて

総合的に理解しているか。

３世の中の出来事に関心を持っているか。



社会の学習ポイント①
地理・歴史・公民的分野の

基礎・基本を理解しておく。

教科書をしっかり読んで理解しておくことが大切

◎６年生の教科書も最後まで

学習しておきましょう



社会の学習ポイント➀
基礎・基本の学習を丁寧にしよう！

問 明治新政府は、日本を経済的、軍事的に強い国に

するために、さまざまな政策をおこないました。その

ときにかかげた標語は何ですか。漢字4字で答えなさい。

合格者正答率 ：92.5％

不合格者正答率：68.9％

答え 富国強兵



社会の学習ポイント②
分野を越えた総合問題です

でも、実際に設問を解いてみると…

1. 知っていること（教科書にのっていること）

2. その場で考えること（教科書にはのっていないこと）

3. 時事問題（2023年10月頃まで）

◎ 実力発揮のためには、あわてずに、
しっかりと考えて解答することが大切です



社会の学習ポイント③

地理分野

1. 地図

2. 地図記号・縮尺など地形図の見方

3. 地形図からわかること

◎地図からたくさんのことがわかります



社会の学習ポイント③
地理的分野：地図を確認しよう！

問）長崎市の1954年・現在の地形図を見

て、読み取れることとしてあやまって

いるものを1つ選びなさい。

正答率 ：約57％

ア 市役所付近から馬道につながる道が
広くなった。

イ 1954年の地形図に記されている図書
館は、現在も同じ場所にある。

ウ 長崎駅の南側に東西方向に伸びる

道路が新たに開通し、浦上川の対岸
までつながっている。

エ 路面電車の線路は1954年当時と変
わっていない。

答え エ



社会の学習ポイント④
＜図表・グラフの読み取り＞

1. 表・グラフの種類に注目

2. 図表のタイトル・軸の単位などを確認

3. 図表の特徴をすばやくつかみ、

説明がふさわしいものになっているか、確認

◎図表を使いこなそう
～そして自分のことばで語りましょう

教科書の図・グラフの解

説を読んで、読み取り方

に慣れておこう！



社会の学習ポイント④
図・表・グラフを使いこなそう！

問 （１） 図表を見て、沖縄について、どのような

ことが読み取れるか、説明しなさい。

正答率 ：約57％

答え

全国の都道府県の中
では、44位と面積が小
さいにもかかわらず、
全国にある

米軍の施設の70％が
集中しています。



社会の学習ポイント⑤

歴史分野

1. 時代を意識しよう

2. 内容を理解できているか意識しよう

因果関係や時代背景

◎“用語を覚える”からもう一歩踏み込んで理解を



問）東京大空襲ではどのようなことが起きたでしょうか。正しいものを

全て選びなさい。

ア 原子爆弾が落とされて、たくさんの人がなくなった。

イ 焼夷弾が落とされて、広いはんいで火災が起きた。

ウ 地雷をふんで、たくさんの人が亡くなった。

エ 人々は地面にほった防空壕に逃げこんで亡くなった。

社会の学習ポイント⑤
歴史は因果関係・時代を意識しよう！

合格者正答率 ：約70％

不合格者正答率：約35.6％

答え イ エ



問）沖縄県民のぎせい者のなかには、集団で自決して亡くなった人も

いました。しかし、アメリカ軍に投降して命が助かった少女もいます。

同じ沖縄の戦場で、このように助かった人のいる一方で、どうして

多くの人々が自決をしたのでしょうか。

社会の学習ポイント⑤
歴史は因果関係・時代を意識しよう！

合格者正答率 ：62.5％

不合格者正答率：33.3％

答え

アメリカ軍につかまるとひどい目に
あわされると言われていた。

敵の捕虜になるのは恥なので、
捕まる前に自決しなさいと教えられ
ていた。



※この問題は
朝日新聞2023年6月15日（木）朝刊

「明日へのLesson」に掲載
“沖縄戦の核心”

社会の学習ポイント⑤
歴史は因果関係・時代を意識しよう！



社会の学習ポイント⑥

公民分野

・ 時事問題に関心を持とう

・ 2023年10月ごろまでの範囲で

◎身のまわりの“なぜ？”
新聞やニュース、今は話題がいっぱいあります



＜昨年の入試問題（1日・3日とも）でふれた時事問題＞

鉄道開業150周年 ／ 新型コロナイウイルスの感染拡大

SDGｓ ／ ウクライナ問題 ／ 沖縄基地問題 ／ 国連

関東大震災100年 ／ 福島第一原子力発電所 ／ 復興庁

社会の学習ポイント⑥
時事問題に関心を持とう！



社会の学習ポイント⑦
文章記述式の問題もがんばって解答しよう！

問 この絵は国連本部の中にかざられているモザイク画で
す。この絵の中には、「人にしてもらいたいと思うことは
何でも、あなたがたも人にしなさい」という聖書のことば
が引用されています。この絵にはどのようなメッセージが
こめられているでしょうか。国連の役割を考えて、説明し

なさい。

合格者正答率：72.5％ 不合格者正答率：46.7％

答え

民族や人種・世代・宗教などを越えて、人々がともに生
きる世の中を実現するために、お互いに思いやり、心
を寄せて協力していこう



入試問題について（理科）
～問題構成と学習のアドバイス～

～差がついた問題について～



① 自然や科学的な事象に関する基本的な

知識・計算力などの確認。

② 論理的に考える力・資料を読み解く力・

記述力・問題を整理する力が身について

いるかの確認。

③ 自然科学への興味関心をもっているかの確認。

理科出題のねらい



理科出題の構成・内容

① 大問：３題で出題。

② 実験や観察の結果をもとに考える問題が多く

出題される。

③ 基本的な問題が中心。一見難しそうな問題も、

よく考えれば解ける。

（問題文・図・表にヒントあり！）



令和６年度入試の出題形式

 １日午前（第１回）も３日午前（第４回）も
大問数は３題。

⇒大問１題あたりの小問数は例年通り。考える問題
や記述問題もある。

 各大問の分野は、
第１回 問１：地学 問２：生物 問３：物理
第４回 問１：地学 問２：生物 問３：化学





第１回入試（2023年2月1日実施）＜理科＞

１（生物）全体的な正答率が高くあまり差がつかなかったが、ここで得点する

ことが重要

(7)合格者71％ 不合格者41％ (10) 合格者87％ 不合格者66％

２（地学）問題によって正答率にばらつきが見られるので、基本を押さえることが

重要

(4)ⅲ 合格者87％ 不合格者59％ (5) 合格者41％ 不合格者11％

３（物理）合格者の正答率が高く、勉強によく取り組んでおく必要がある

(2)ⅱ 合格者90％ 不合格者65％ (3)ⅰ 合格者93％ 不合格者65％

合格者と不合格者で正答率に19％以上差があった問題



合否を分ける問題①・・・「計算力」
2023年度入試 第１回 大問２ 「地震」の問題

(5)P波が秒速6km，S波が秒速4kmの速さで伝わるような地震が発生し、震源から36km離
れた位置にある地震計がP波を観測しました。
その20秒後に，震源から180km離れたはな子さんの自宅でテレビに緊急地震速報が流れ
始めました。はな子さんが大きな揺れ（主要動）を感じるのは，緊急地震速報が流れ始めて
から何秒後ですか。 （合：41％ 否：11％）

地震計がP波を観測：36÷6＝6秒後
緊急地震速報が流れた：20＋6＝26秒後
はな子さん宅で主要動を感じる：180÷4＝45秒後
よって、45－26＝19秒後

答え １９秒後
★１つ１つ問題を読みとりながら立式し，あせらず取り組む
とよい。見直しも忘れずに！



合否を分ける問題②・・・「記述力」
2020年度入試 第1回 大問２（７）（８） 「気象」の問題
この季節に高気圧Ａから吹き出して日本付近に吹く季節風の風向は（ ① ）です。
ａこの風は日本列島に達するころには吹き出したときとは性質が変わり、（ ② ）に
なります。この風の影響で日本海側は（ ③ ）の日が多くなります。

⑹上の文章の（ ① ）～（ ③ ）に入る語句の組み合わせとして適当なものを次の
ア～クから１つ選び、記号で答えなさい。
ク：①北西②しめった風③雨や雪 （合：50％ 否：30％）

⑺下線部ａについて、この季節風が日本列島に達するころには吹き出したときとは性質が変わり、
②のようになる理由を説明しなさい。

日本②海上を通るときに、①水蒸気を吸収するため。

①で1点、②で1点 （合：55％ 否：30％ ※１点以上）

★記述問題は部分点有り。必ず何か書く！
★自分の答えを読んで、「なぜ？」が含まれないかを確認。「なぜ？」
が含まれる場合には不足があるので、その部分を追加する。



合否を分ける問題③・・・「読み取る力」
2023年度入試 第１回 大問１ 「アユの友釣り」の問題

アユの友釣りは，縄張りを持つアユが他のアユを攻
撃する性質を利用している。(9)から1m2あたりのア

ユの数が多くなると縄張りを持つアユの数が減るた
め，釣れにくくなる。

答え 友釣りでは、縄張りアユを狙うため，川
にアユがたくさんいると，縄張りアユの割
合が少なくなってしまうため。

★情報を整理しながら読み進め、最後まで解き切
る！！という気持ちも大切。



入試について 東京女学館中学校



令和６(２０２４)年度 一般学級入試概要
※面接は行いません。

試験日
第１回

２月１日(木)
午前

第２回
２月１日(木)

午後

第３回
２月２日(金)

午後

第４回
２月３日(土)

午前

募集人員 ３５名 ３５名 ３５名 ２５名

試験科目

試験時間

配点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

国語 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

算数 50分
100点

社会 30分
50点

社会 30分
50点

理科 30分
50点

理科 30分
50点

※毎年４月に募集要項抜粋を、６月下旬に募集要項をHPに掲載。

該当者のみ「英検合格証明書」のコピーを提出



帰国生入試 一般生入試

試験日 令和５年１２月１０日（日） 令和６年２月２日（金）午後

募集人員 １８名 ２０名

試験科目

試験時間

配点

① 算数 30分・50点 国語 30分・50点 国語 50分・100点

② 算数 30分・50点 英語 30分・50点 算数 50分・100点

受験科目は①または②の選択制、受験生本人のみ

面接（約５分）

※英語試験は英検準2級レベルの内容

※英検準2級を取得している場合は、希望により英

語の試験を免除。

（準2級40点・2級45点・準1級以上50点とする。）

２月２日一般学級午後入試と同

じ問題・同じ時間での試験です。

出願はどちらか一方のみ。

※面接は行いません。

令和６(２０２４)年度 国際学級入試概要

該当者のみ「英検合格証明書」
のコピーを提出

※毎年４月に募集要項抜粋を、６月下旬に募集要項をHPに掲載。



令和５（２０２３）年度一般学級入試結果

第1回
2月1日
午前

第2回
2月1日
午後

第3回
2月2日
午後

第4回
2月3日
午前

募集人員 35 35 35 25

出願者数 104 319 347 324

受験者数 85 280 203 166

合格者数 40 146 106 82

実質倍率 2.1倍 1.9倍 1.9倍 2.0倍

出願者倍率 3.0倍 9.1倍 9.9倍 13.0倍



令和５（２０２３）年度一般学級入試結果
第1回
(2/1)

第2回
(2/1)

第3回
(2/2)

第4回
(2/3)

科目 国語算数社会理科国語算数国語算数国語算数社会理科

配点 100 100 50 50 100 100 100 100 100 100 50 50

受験者平均点 59.5 55.1 28.8 30.1 63.8 56.9 65.3 56.1 62.9 59.8 24.5 31.1

合格者平均点 67.1 69.5 32.8 33.3 69.6 66.3 72.1 65.8 68.3 69.2 28.8 36.0

合格者最低点 52 51 21 23 51 35 50 45 48 43 20 22

合格者最低合計点 185/300 131/200 122/200 182/300

合格ライン得点率 61.7% 65.5% 61.0% 60.7%

※合否は全科目の合計で決定。全体で65％以上得点することを目標に！

第１回・第２回
記述問題を１題ずつ出題



帰国生 一般生

１２月４日 １１月２６日 ２月２日

国・算 英・算
コロナ対応

オンライン特別 ２科

募集人員 18 若干名 20

出願者数 14 43 11 70

受験者数 14 41 11 56

合格者数 11 34 6 28

実質倍率 1.3倍 1.2倍 1.8倍 2.0倍

出願者倍率 1.3倍 1.8倍 3.5倍

令和５(２０２３）年度国際学級入試結果



１２月４日帰国生 ２月２日一般生

２科選択 ２科

科目 国語 算数 英語 算数 国語 算数

配点 50 50 50 50 100 100

受験者平均点 33.7 26.6 - 25.3 62.6 50.4

合格者平均点 35.7 30.9 - 27.2 68.0 62.0

合格者最低点 29 15 - 14 53 40

合格者最低合計点 49/ 100 63/ 100 118/ 200

合格ライン得点率 49.0% 63.0% 59.0%

令和５（２０２３）年度国際学級入試結果

※合否は全科目の合計で決定



令和６年度入試
～午後入試について～

第２回 ２月１日（木）

第３回 ２月２日（金）

（国語５０分１００点・算数５０分１００点）

集合１５：００、開始１５：２０です。

（開始に間に合わない場合、１時間後以内まで受験可能。
その場合１６：１０受付終了、１６：２０開始。）

午後入試



令和６年度入試
～出願について～

出願 手続きはオンライン （miraicompassにて）

受験料 １回の出願で ¥25,000

２回の出願で＋¥5,000 ¥30,000   

３回の出願で＋¥5,000 ¥35,000

４回の出願で＋¥5,000 ¥40,000

※複数回出願の場合受験料が割引
追加出願でも適用されます。(帰国生入試は対象外）



・繰り上げ合格について
手続き締め切り後、２月６日１３：００からお電話で

連絡いたします。

令和６年度入試
～補足事項～

・入学金の返金について
入学辞退届が期限までに提出された場合は、入学金を

全額返金いたします。（※振込手数料を差し引いた金額）



出願日程

〇帰国生入試 終了

締切：１２月９日(土)１６時

〇一般入試 １月１０日（水）～

締切：

第１回と第２回は １月３１日午後１１時半

第３回と第４回は 試験当日午前６時



募集要項・インターネット出願について

令和６年度生徒募集要項 インターネット出願サイトの使い方

https://tjk.jp/mh/examinee/requirements/ https://tjk.jp/mh/news/3621/

一般入試 国際学級帰国生入試



顔写真を登録して
ない方は
4cm×3cmの写真
を貼り当日持参

写真登録
した場合
はここに
表示

当日持参してください
お渡しする名札ケースに
入れて胸に付けます

こ
ち
ら
は
切
り
離
し
て

郵
送
し
て
く
だ
さ
い

受験番号

このシート
は、受験回
数分発行
されます



成績通知表コピー送付用シートは、
受験回数分発行されます。
受験するすべての回のシートを
通知表コピー（１部）と同封し、
郵送してください。

通知表は、小学校６年時の１・２学期の成績と出欠の記録が
記載されているもので、小学校名が記されているページを
含めすべての面をＡ４用紙両面でコピーしてください。
※詳細は募集要項をご確認ください。



郵送の際は、募集要項p.8

「宛名シート」をご利用

下さい。

１月２７日消印有効です。

それ以降は、受験当日に

ご持参ください。



合否照会

合格照会サイトのURLは

受験票と出願後送られてくる出願

確認メールに記されています。

合否照会サイトの

ログインIDは受験番号

パスワードは生年月日（8桁）

です。



出願についてよくある質問

Q: 複数回出願する際に通知表のコピーはそれぞれ必要で
すか。

A: いいえ。１通のみご送付ください。成績通知表コピー
送付用シートは、受験回数を全て同封してください。
追加で出願する場合も通知表コピーは１通で結構です。
その場合送付用シートは試験当日ご提出ください。

Q: 小学校が２期制だが、提出する成績通知表のコピーは
前期のものだけでよいですか。

A: はい。前期の通知表のみで結構です。
ただし、１２月までの出欠記録を手書きで書き加えて
ください。小学校からの証明書は必要ありません。



出願についてよくある質問

Q：通知表を小学校では発行していないが、どうしたら
よいか。

A: ５年生の学年通知表と６年生の１２月末までの出欠

の記録が入った在学証明書または報告書(※)をご提出

ください。

小学校で在学証明書等の発行ができない場合には、

「東京私立中高協会の標準様式の報告書」をダウン
ロードし、担任の先生に記載してもらってください。



「報告書」 ※「東京私立中高協会 標準様式」で検索

このファイル(エクセル)
をダウンロード



通知表が発行されなかった場
合には、この報告書をダウン
ロードし小学校の担任の先生
に記入してもらってくださ
い。
記入できない項目は斜線で構
いません。

小学校から成績入りの在学証
明書が発行される場合にはそ
ちらでも結構です。



受験生の皆様へのお願い

① 寒さ対策を忘れずに、暖かい服装で来てください。

② 保護者の付き添いはお一人までにしてください。

③ 次の時間帯に控室で昼食をとることができます。

必要な方はお持ちください。

午前入試（第１回・第４回）…学力試験終了後

午後入試（第２回・第３回）…受付の前

※食堂で昼食は販売しておりません。

ゴミの持ち帰りにご協力ください。


